
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
、
日

本
共
産
党
で
す
。
２
０
１
５
年
、

新
し
い
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
が
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
希

望
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
日
本

共
産
党
は
、
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

今
年
は
戦
後
七
十
年
。
日
本
共

産
党
は
、
国
民
と
の
共
同
を
広
げ
、

憲
法
９
条
を
守
り
、
戦
争
の
な
い

平
和
な
未
来
を
つ
く
り
ま
す
。

ご
い
っ
し
ょ
に
安
倍
政
権
が
進

め
る
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
に

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
消
費
税
10
％
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
、
原
発
再
稼
働
な
ど
国
民

の
過
半
数
が
反
対
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
安
倍
暴
走
政

治
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ま
す
。
躍

進
し
た
大
き
な
力
で
、
国
会
で
全

力
を
上
げ
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
共

同
を
大
き
く
広
げ
、
今
年
こ
そ
明

る
い
良
い
年
に
し
ま
し
ょ
う
。

い
ま
、
市
民
の
く
ら
し
は
安
倍

政
権
の
失
政
＝
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

よ
っ
て
、
貧
困
と
格
差
が
大
き
く

広
が
っ
て
い
ま
す
。
消
費
税
８
％

や
年
金
、
医
療
、
介
護
な
ど
社
会

保
障
の
改
悪
が
く
ら
し
に
追
い
打

ち
を
か
け
て
い
ま
す
。
日
本
共
産

党
議
員
団
は
、
住
み
よ
い
加
須
市

を
つ
く
る
た
め
全
力
を
上
げ
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
今
年
は
い
っ
せ
い

地
方
選
挙
の
年
、
４
月
に
は
市
議

会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
定

数
は
、
現
在
の
32
人
か
ら
４
人
削

減
さ
れ
、
28
人
に
な
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
現
職

の
さ
え
き
由
恵
議
員
、
及
川
和
子

議
員
、
松
本
英
子
議
員
、
小
坂
徳

蔵
議
員
の
４
人
を
擁
立
し
、
必
勝

め
ざ
し
て
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

昨
年
の
総
選
挙
に
引
き
続
き
、

日
本
共
産
党
に
大
き
な
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



２
０
０
０
年
総
選
挙
の
初
当
選
以
来
15
年
間
、
最
年
少
で
し
た
。
今
回
の

大
躍
進
で
、
私
も
「
若
手
」
を
卒
業
、
「
中
高
年
」
の
代
表
と
し
て
頑
張
り

ま
す
。

梅
村
さ
え
こ
議
員
と
と
も
に
、
市
民
と
力
を
合
わ
せ
て
、
東
海
第
二
原
発

廃
炉
・
原
発
ゼ
ロ
、
米
軍
機
低
空
飛
行
訓
練
中
止
、
八
ツ
場
ダ
ム
・
霞
ヶ
浦

導
水
事
業
と
い
っ
た
無
駄
な
大
型
開
発
ス
ト
ッ
プ
な
ど
、
北
関
東
の
要
求
実

現
に
全
力
を
挙
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
多
く
の
委
員
会
で
複
数
の
議
員
配
置
、
農
水
、
法
務
、
環
境
、

決
算
な
ど
空
白
委
員
会
に
も
議
員
を
配
置
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
党
首
討
論

も
。
そ
し
て
議
案
提
案
権
獲
得
。
新
た
な
条
件
を
活
か
し
、
対
案
を
示
し
て

安
倍
暴
走
政
治
と
正
面
対
決
。
頑
張
り
ま
す
！

市
議
会
で
日
本
共
産
党
加
須
市

議
団
―
さ
え
き
由
恵
議
員
、
及
川

和
子
議
員
、
松
本
英
子
議
員
、
小

坂
徳
蔵
議
員
の
４
名
―
は
、
公
党

第
１
党
で
す
。

共
産
党
議
員
団
は
、
大
変
重
要

な
役
割
を
果
た
し
、
市
政
の
推
進

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
制
度
は
、
行
政
を
執

行
す
る
首
長
と
、
審
議
機
関
の
議

会
を
構
成
す
る
議
員
は
、
そ
れ
ぞ

れ
市
民
か
ら
直
接
選
挙
で
選
出
さ

れ
る
「
二
元
代
表
制
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
首
長
も
議
員
も
、
お
互

い
が
市
民
に
直
接
責
任
を
負
う
と

い
う
も
の
で
す
。

そ
し
て
代
議
制
民
主
主
義
に
基

づ
き
、
議
員
は
市
民
の
負
託
に
応

え
て
、
市
民
の
目
線
で
、
住
民
が

納
め
た
税
金
が
ど
う
使
わ
れ
て
い

る
か
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
本

来
の
仕
事
で
す
。

こ
の
立
場
で
共
産
党
議
員
団
は
、

市
長
が
提
出
し
た
予
算
な
ど
の
議

案
に
対
し
、
本
会
議
や
委
員
会
で

質
疑
を
行
っ
て
、
議
案
の
疑
義
を

た
だ
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
に
対
す
る
負
担
増

や
不
利
益
を
及
ぼ
す
も
の
は
、
市

民
の
利
益
を
守
る
立
場
か
ら
解
決

の
方
向
＝
対
案
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
共
産
党
議
員
団
の
ス
タ
ン

ス
で
す
。

党
議
員
団
に
は
地
方
自
治
法
に

基
づ
い
て
、
予
算
を
修
正
し
た
り
、

条
例
を
提
出
で
き
る
、
議
案
提
案

権
の
権
利
が
あ
り
ま
す
。

議
案
提
案
権
は
、
予
算
の
内
容

が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
、
条
例
の

内
容
が
市
民
に
負
担
増
や
不
利
益

を
も
た
ら
す
場
合
、
予
算
を
修
正

し
、
ま
た
は
条
例
の
内
容
を
変
え

て
、
議
会
に
提
出
で
き
る
権
限
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

党
議
員
団
は
、
先
の
改
選
か
ら

こ
れ
ま
で
３
年
９
カ
月
の
間
、
議

案
提
案
権
を
９
回
活
用
し
、
市
民

の
利
益
を
守
る
た
め
力
を
尽
く
し

て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、
①
合

併
後
に
先
送
り
し
た
税
金
と
公
共

料
金
を
統
合
す
る
条
例
案
が
、
市

民
に
負
担
増
を
か
け
る
内
容
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
条
例
の
修
正
を
５

回
、
②
新
年
度
予
算
案
（
12
年
度
・

13
年
度
・
14
年
度
）
の
当
初
予
算

に
修
正
案
を
３
回
、
③
先
の
12
月

市
議
会
の
幼
稚
園
保
育
料
を
引
き

下
げ
る
修
正
ー
で
す
。

こ
の
党
議
員
団
の
活
動
は
、
市

議
会
の
活
性
化
、
市
政
の
推
進
力

に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
年
も
、

い
っ
そ
う
頑
張
る
決
意
で
す
。

「
ば
ん
ざ
ー
い
！
」
心
の
底
か

ら
叫
ん
だ
総
選
挙
。
改
選
８
議
席

の
２
倍
を
上
回
る
21
議
席
で
議
案

提
案
権
を
獲
得
。
北
関
東
は
、
植

村
さ
え
こ
さ
ん
の
当
選
で
11
年
び

り
に
日
本
共
産
党
の
衆
議
院
２
議

席
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
の
熱
い
期
待
に
こ

た
え
る
新
年
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

「
こ
の
道
し
か
な
い
」
と
い
う

安
倍
政
権
。
し
か
し
、
国
民
は

「
こ
の
道
は
危
な
い
」
と
受
け
止
め
、
安
倍
政
権
の
暴
走
と
正
面
か
ら
対

決
し
、
消
費
税
増
税
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
、
原
発
再
稼
働
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

沖
縄
の
新
基
地
建
設
な
ど
、
ど
の
問
題
で
も
対
案
を
示
し
て
た
た
か
っ
た

日
本
共
産
党
に
願
い
を
託
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

新
し
い
国
会
で
、
獲
得
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
衆
議
院
の
議
案
提
案
権
と

と
も
に
、
私
も
参
議
院
で
力
を
合
わ
せ
て
、
み
な
さ
ん
の
願
い
実
現
の
た

め
に
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。
い
よ
い
よ
本
格
的
な
自
共
対
決
の
時
代
で
す
。

躍
進
の
流
れ
を
止
め
す
、
国
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
政
治
へ
の
転

換
め
ざ
し
、
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
で
も
必
ず
勝
利
し
ま
し
ょ
う
！


